
48 人工透析用血液回路の改良
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【目的】

近年､｢医療の安全や官.に対 f-るr世間の目｣

は厳 しく､透析療法においても例外 ではない｡

さらに､診療報酬を始め経済怖妙tL二九に拍

車を掛ける現状である｡

今回我々は､このような状況i･相.)え､人 工

透析用血液回路(川世化学 Tl:離)ド,.1いて.紘
済面を考慮 した上で安全性､仲作小iiの向 Lを再

検討 し､改良を試みた｡

【方法】

1 ニー ドルレスポー トの採用.2 ペアンレ

ス化､3 回路内充填畳の削減､4 スハイラル

チャンバーの採用､5 液面調整ラインの合理

化､6.適正廃棄という 6項目について改良を

試みた｡

【lニー ドルレスポー トの採用】

従来.回路かL-I)ト h'J J 5輸血串には

注射針を使用 してきた｡ーかし,一日LlJ..群故やil;[指
後の針の廃束帯に問地が .t･'つた.

安全性をyj･膿すれば速い純でりTT々 i引地川{t･川'除
することが理想的であり トルLy.ポ rの打.･川
に至った.

しかし.今E]托用した二･トルレスが ･H=は､
血液の完全な飛汁防止､繰りiElー旭川叫の卸JL瓶C.
やや疑問視する向台もあり改軽の点地が葡るZ･考え

る｡

■■■

改良前のサ ンツルポー ト

川瀬 髄rh 嬢即県IP′rJ4日I./̂ff.合的 ,し臨jllA',>･fl

〒384-0301僻件/̂帥LHrlrTt日日197 i-10267･82-3131

改良後のサンプルポー ト

【2ペアンレス化】

従来､1件の人工透析に対 し最大 6本のペア

ンを使用 してきたが､洗浄消毒､配布や回収の

手間､更にはペアン自体が高価 とコス ト面での

W.蛸 もあった｡
今回､回路用クランノ~の採用によりべアンレ

ス化を実現させた｡

しか し､黙息離脱や厚生労働省の安全マニュ

rJ'ル､スタッフの恨習郡から 2本使用する布を

傾11q化 した｡

改良前のべアン使用例

改良後の回路用クランプ使用例
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【3.充填丑の削減】

体外循環血液量を削減することは､上り安全

で安定 した有効的な治療を目指す上で不可欠で

ある｡

従来型回路と改良型回路､それそれの充填量

の実測値による比較を下に示す

A側回路で-1lml､V側 -10hnlヒトータ

ルで 214mlの充填星の削減が可能 L'Ltつた,

【スパイラルチャンバーの採用】
従来､落とし込みチャン/､ H .7.'L統:ー上る滞

留部でのクロットを形成 Lや ノーく､判にメ ノシ

ュ部分でよく観 られた,

しか し最近､スパイラルチャン/(-a)採用に

より血流は整流を形成 し､Ill,/ハ rjlでの//

ロットは激減 した,こ1日上.杭鵬は捕りU)縦長に

少なからず寄与するもq)と考える｡
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スパイラルチャンバー

【虐面調整ラインの合理化】

従来このラインは､ 液面調整のみに使用する

のみで､その用途は限定されてきた.

我々は､このラインの有効的な性途/J検 討 _

T-孝吉果､持続の注入ライ/､JuーくI上衣Lfを法人
ウインと併用すること ご合理化 し/-

iE琴

改良前の液面調整ライン

改良後の液面調整ライン

【6.適正廃案】

感姓性廃棄物として廃棄される血液回路やダ

イアライザーは､適正廃棄の蔑務付けがあるこ

とは言 うまでもない｡

我々は､この廃棄物からの血液漏れ等の対策

としてクィアライザーを含む血債回路を穿刺針

(クランプキヤス､メディカッ トの両者に対応)

とラインの末端が接続可能となり閉鎖回路にす

ることで､血液が外に漏れない状態で廃粟うる

ことでより安全な廃棄物とした｡

ライン末端と外套の接続例

【まとめ】

今回､血液回路の 6項 目の改良により安全性､

縄作性､合理性rついてほぼ満足 できる結,製を

得ることができた｡

しか し､当初目的とした注射針の排除には駁勉

が多く､まf-ニー ドル レスポー トについても各●

の余地を急告放 した｡


